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E. 家政学原論・家庭経営

６月１日 出 第13会場　午前9 :30 ～12 : 00
E  1 家政孝 的家 族関 係学 への接近 一一一（ 第1 報． 理imifi・実証的実践科学とし

ての枠 組）

奈良 女大家政　　 ○ 星　 野　　 久.　 山　 田　 知　 子

目白凱　本研究は棟題の通り. 「 家政 」に焦点を置いた 家族関係論である．すな わち. 家政

学の目棟を「mm 生活を中々 とした人 と環境の相互作 用の解明並びに生活の向 上と 価値の

創造」と要莉 し， こ の生活集団の 基本 的 社会関係を家 族諸 関係teg いて， 通史的，通文化

的に 再繍するとともに, 今日の 家族変i))にも理論的・ 臨床的 対 応を可 能 ならしめようとい

う試 みである．

方法．上記目的に 則して， 昨年度発表主題 （ 農家世帯における工業 化の彫m について一 第

１報一一）の成果を踏まえて 理論的体系的に整備する.   またその実証のために， 文献 研究並

びに農村～都 市世帯に対する 意m  及 び実態 の調査研究 を 進める.   現代社会か直面するmm

諸問題の解明と 適応策をも 検討する．

成果. ①家政 機能を共同に する 日常生活の基本的 な 単位的集団は 世帯(house-hold ）であ

る．世帯の構成要索は， 主に 家族諸 関係（ 血縁及び婚姻関係） から･成るが，非 血縁を包含

して 現れる場合も多 い.   ②f: 政的ニ ーズは広義の 福祉対象であX) . その達成 過程において

役割を配分さ れた 成員間の相 互作用の結果， 生産力 の諸段階と照 応した 家庭観か形成さ れ

る. R それゆえ， 世帯は家族諸関係の 組み合わせのみで なく.  独自の家 庭鰻を揖 温的特色

とし て類型的に現象する． すなわち,   I . 血族共同態( 的 世帯）　n . 傍系親族的 世帯

Ⅲ．直系 親族的 世帯　IV . 核家族的 世帯等である.   R 今年度は，以上 の̂諸類型の中からⅢ

～IV への変･力過程に焦点を当てて， インパクト 要因並びにこれと　照応する生産力の発達状

況，家政機能及 び一家 庭観の変化等をit)的 に実 証する.    （ 昭 和58 ～59 年度 科研助成研究）

E  2　　　 家政学的家族関 係学へのぽ近 一一_ （ 第2  報. 農家世帯に みる経営の合理化

と核家族 の独立化 傾向について）

奈良女大家政　　　　　 星　 野　　 久　 ○山　 田　 知　 子．

目的． 本論は第I 部の世帯変･him に 関す る実IE を目的としている． 但し,   IIS! I ～w の中

，I  タイプに 対す る工栞化の 諸影響と，W  タイプ への変勧 過程 の分析に限定･しておく．

方法．農村社会学的 調査資料に基づき, 東北， 関東，中 部. 東 海， 近畿及び九 州に7k  ぶ 複

数 の農村に 対し， 世代別に経営～意識に 関する実態調査を 行っ た 結果報告であ る．

成果　 ①農 作業 の合 理化に 決定的 インパクト　を 与えたト ラクター,    コンバイン 等は， 昭和

30年代 後半 から急 激に 普及し.   伝統的 生産組織に変革を もたらした． ②専業～ 兼栞化は社

会経済的諸 条件に 因るとこ ろ 大である が.   何 れの場合 でも， 世代 間の相対的独立性並びに

分莱と協業 の原則か家 庭経営の 諸側面で観測さ れた.   R すな わち.    i ■ 専業では稲作（ 親

世代）と酪 農， 果樹或い はそ菜栽培 （ 子 世代）に分県化か進 み， 兼業で は農業( 親）と雇

用（ 子 ）tC ，t    たは二世代とも サラリーマン化して 農作栞は余暇活fh にと い う分県形 態か

-  fla ftした.    ii .　住居費は普通名義者か負担 するものの，食費と関連 する共用部分は半々

か原則であ る.  然し. 教養 ・娯楽讐及び養育讐等 は核家族単位‾it独立し ており,   謝竃も殆

ど別 れてい る.   R)i 的.インパクト として は， 農業 者年 金制‘ の施行（s  .   46）による経営者

の世代間交替 の促進， 世代闇の分離独立に よる経営効率 の促進等， 種々 のレヴ ェ>＼' におい

て 独立化と 関連す る適応化 か観ら れる. ⑤1 庭 観（ 意識）の面でも, 伝統的 協力 への機能

を 保ちなから，核蒙m 志向性 は時 の流 れとし て 定植したと云え る であろう. ⑥核家 族の内

部過程は， 依然として 相互補完的自律型 であ るか， 生活 梢造 の劇的変化とmm の変革 教育

により ，自己実 現へ の志向 性か徐々Iこ表面化してい る.    （ 図表は当 日配布 ）


